
深刻化する海洋プラスチック汚染は、魚や海鳥などの海の生

態系にまで大きな影響を与え、地球規模の問題となっています。

ここ亀岡でも、大量のペットボトルやレジ袋などのプラスチックご

み問題が、保津川をはじめとする自然景観や市民の生活環境、

そして観光にも大きな影響を与えているだけでなく、「市の魚 ア

ユモドキ」に代表される多様な川の生態系にも影響を及ぼすこ

とが危惧されています。

この問題は、私たち一人ひとりの身近な問題として捉えていく

必要があります。そして、私たちにできる身近な取組みを国内

外の他都市とも連携し、湧き上がるような大きな流れを巻き起

こしていかなければ解決できるものではありません。

今、世界では、使い捨てプラスチックごみの削減に向けた動き

が加速しています。亀岡市は、平成24年に内陸部の自治体で

初めてとなる海ごみサミットを開催し「母なる川保津川」から海ご

みをなくす取り組みを発信してきました。こうした取り組みをさら

に深化させ、みなさんとともに2030年までに使い捨てプラスチッ

クごみゼロのまちを目指します。そして、自然環境の保全と地域

経済の活性化に一体的に取り組む『世界に誇れる環境先進都

市』を実現します。
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【目指す目標】

1. 市内の店舗でのプラスチック製レジ袋有料化を皮切りにプラ
スチック製レジ袋禁止に踏み切り、エコバック持参率100％
を 目指す取組みを進めます。

2. 「保津川から下流へ、そして海にプラスチックごみを流さ
ない。」 世界規模の海洋汚染(マイクロプラスチック)問題に
立ち上がる意識のつながりを呼び掛けます。

3. 当面発生するプラスチックごみについては100％回収し、
持続可能な地域内資源循環を目指します。

4. 使い捨てプラスチックの使用削減を広く呼びかけ、市内の
イベントにおいてもリユース食器や再生可能な素材の食器
を使用します。

5. 市民や事業者の環境に配慮した取り組みを積極的に支援
し世界最先端の『環境先進都市・亀岡』のブランド力向上を
目指します。


